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抄 録

現在、子どもの心を育てる教育として、動

物介在教育（ＡＡＥ）が注目されている。

本研究では、保護者および獣医師を対象に

実施した聞き取り調査から、動物飼育や動物

愛愛護教室などの動物介在教育（ＡＡＥ）へ

の要望や期待について分析した。

その結果、以下の諸点をとらえることがで

きた。

１．保護者獣医師・教員・教職志望学生のい

ずれも、動物介在教育に対する関心は高く、

動物介在教育に対する期待も大きかった。

保護者も獣医師も動物介在教育に積極的に

関わりたいと考えていた。

２．獣医師による保育園・幼稚園・小学校等

における動物愛愛護教室の開催については、

保護者・教員・教職志望学生の興味関心が

高く獣医師は動物の適正飼養にもつながる

と考えていた。獣医師は、動物愛護教室な

どを活用し、保護者に対するアプローチも

積極的にしたいと望んでおり、保育園・幼

稚園や学校の行事の折などを活用したいと

いう要望があった。

活発な開催のためにも、愛玩動物飼養管

理士などと協働することが必要であること

が示された。

３．四者から、モデルプログラムに関しては

高い評価が得られたことから、動物介在教

育の内容や配列を明確に示すことが、動物

介在教育の推進や充実につながることが考

えられた。

４．教員も保護者も、動物介在教育を学校の

教員のみが行うことの難しさを理解してお

り、学校と獣医師等の専門家との協力体制

の確立や協働が必要であること示唆された。

５．獣医師の適正飼養に関する活動により、

現代の動物に関する問題は、動物飼育の問

題だけに限られることではなく、地域社会

の問題、人間関係の問題であることが示唆

された。

今後は、保育園・幼稚園・小学校等と保護

者・獣医師などの専門家との協力体制を確立

し、子どもの心の教育や生命の教育のための

動物介在教育（ＡＡＥ）を推進することが望

まれる。

Ⅰ．は じ め に

現在、心を育てる教育の必要性が叫ばれる

中、世界的に有効なアプローチの一つとして

注目されているのが、動物介在教育（ＡＡＥ：

Animal Assisted Education）である。
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１９９５年の「人と動物の相互作用国際学会

（ＩＡＨＡＩＯ：International Conference

on Human�Animal Interactions Organi-

zations）：開催地ジュネーブ」において、

動物介在教育（ＡＡＥ）は、５つの決議文の

ひとつとして「学校の授業にコンパニオン・

アニマル（仲間、伴侶としての動物）に関す

る教育を取り入れ、正しい動物とのふれあい

方を通じて、子供たちの心の成長に欠かすこ

とのできない動物の大切さを児童教育に活か

す」１）ことが採択され、政府や関係各機関へ

の働きかけが行われるようになった。

２００１年の「人と動物の相互作用国際学会

（ＩＡＨＡＩＯ）、開催地：リオデジャネイ

ロ」において、「動物介在教育（ＡＡＥ）は

「学校において動物と接する活動」と定義さ

れた。主に、獣医師やボランティアなどで構

成されるチームが小中学校へ動物を連れて訪

問することを通して、子ども達に動物とのふ

れあいを推奨し愛護精神を培う教育と、学校

での動物飼育とを総称したものである。

また、同学会において、「動物介在教育実

施ガイドライン」が宣言された１）が、近年、

コンパニオンアニマルとの関わりが子どもた

ちによい影響をもたらすことが明らかになっ

たことに伴い、適切で安全なコンパニオンア

ニマルに対する接し方や、種類によって異な

るコンパニオンアニマルの正しい飼い方を教

えることが重要となったためである。また、

コンパニオンアニマルを活用した学校におけ

るプログラムが、子どもたちの道徳的、精神

的、人格的な成長を促し、学校を中心とする

コミュニティに社会的な恩恵をもたらすこと

が認められてきたことも関連している。これ

らを踏まえつつ、学校カリキュラムのさまざ

まな場面に動物を介する１）ことで、動物介在

教育の学習機会が増加することが望まれる。

２００７年１０月、東京で開催された「人と動物

の相互作用国際学会（ＩＡＨＡＩＯ）」でも、

動物介在教育の重要性については９つの基調

講演のひとつとして発表され、一般演題等で

も子どもたちを対象とした教育や活動の効果

について報告２）された。

一方、これまでの学校における動物介在教

育（ＡＡＥ）に関する研究は、全国の小学校

を対象とした「生命尊重の態度育成に関わる

生物教材の構成と評価に関する調査研究」３）、

兵庫県内の小学校の教師を対象とした「学校

飼育を通して児童が学ぶもの―ヒトと動物の

多様な関係を認識することの重要性―」４）、

広島県内の幼稚園を対象とした「幼稚園にお

ける動物飼育の現状と動物介在教育の可能性」５）

等があり、動物介在教育で重要な位置を占め

る動物飼育の目的や課題が示された。しかし、

保護者や獣医師など、学校教育と連携すべき

対象者による動物介在教育（ＡＡＥ）への要

望や期待等を捉えた研究はほとんど行われて

こなかった。

そこで、動物介在教育の国際的・国内的動

向を踏まえ、本研究では保護者や獣医師およ

び愛玩動物管理士の、動物介在教育（ＡＡＥ）

への要望や期待を把握し、課題を明らかにす

ることを目的とした。

Ⅱ．対象および方法

保護者の「動物介在教育に対する要望や期

待がいかなるものか」を引き出すため、質的

研究であるグレイザー（１９６７）のグラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ（Grounded The-

ory Approach）６）を採用した。グラウンデッ
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ド・セオリー・アプローチには幾つかのバー

ジョンがあるが、中でも最もデータに密着し

て分析する本来の「データ対話型理論」７）であ

るグレイザー（１９６７）のグラウンデッド・セ

オリー・アプローチを用いることにした。

データ収集に関しては、保護者については、

２０１１年４月～２０１１年７月、北海道内の小学校

児童の保護者を対象とした研修会において、

調査への協力を依頼し、本研究に対する理解

と同意を得られた北海道Ａ市の保護者１２名

（年齢３１～４２歳、男性４名・女性８名）に、

２０１１年６月～９月の間に、個別に聴き取り調

査を実施した。

獣医師に関しては、幼児児童生徒対象の動

物介在教育に関わりのある獣医師を対象とし

て、調査への協力を依頼し、本研究に対する

理解と同意を得られた北海道・神奈川県・東

京都の獣医師１４名（年齢３０～５８歳、男性１２名・

女性２名、うち動物介在教育に関して研修を

受けた教員は２名）に、２０１０年１０月～２０１１年

９月、個別に聴き取り調査を実施した。

教員については、２０１１年４月～２０１１年７月、

小学校教員を対象とした研修会において、調

査への協力を依頼し、本研究に対する理解と

同意を得られた北海道および神奈川県の教員

１８名（年齢３１～５８歳、男性１０名・女性８名）

に、２０１１年６月～１０月の間に、個別に聴き取

り調査を実施した。教員志望学生については、

北海道および愛知県の学生１２名（年齢１９～２１

歳、男性６名・女性６名、うち動物愛護に関

するボランティアを実施している学生４名・

動物愛護ボランティア経験のない学生６名）

に聞き取り調査を実施した。

聴き取り調査場所は、各対象者と相談の上、

決定した。一人当たり１回実施し、逐語録に

まとめ分析した。

１回の聴き取り調査時間は５０分～１２０分程

度であり、できるだけ自由に語ってもらうこ

とを基本として行った。ただし、聴き取り調

査に関する了解を得るため、事前に筆者らが

作成した動物介在教育のモデルプログラム

（図１、図２、表１および資料１を参照）と

インタビューガイド（質問項目）を送付した。

インタビューガイドの項目は、①動物介在

教育についてどう考えるか ②動物介在教育

による子どもの変化とはどのようなものか

③動物介在教育の困難点は何かとし、これら

について自由に述べることとした。なお、こ

れらの項目は、「生命尊重の態度育成に関わ

る生物教材の構成と評価に関する調査研究」３）

「学校飼育を通して児童が学ぶもの―ヒトと

動物の多様な関係を認識することの重要性―」４）

「幼稚園における動物飼育の現状と動物介在

教育の可能性」５）を参照したものである。

聴き取り調査の内容をＩＣレコーダで記録

し、逐語録にまとめ、グレイザー（１９６５）に

よる継続的比較分析（Constant Comparative

Analysis）８）を行った。継続的比較分析では、

収集された逐語録データについて、オープン

コーディングとしており、分析過程の中で、

理論的メモコーディングを行い、継続する中

で浮上した核概念について、選択的コーディ

ングを行う。グレイザーは「メモが無ければ、

理論的構想の種別、並べ替えも、統合性のあ

る執筆も不可能であろう」９）としており、分析

過程の中で、理論的メモ（theorical memoing）

の作成も併せて行った。

倫理的配慮については、調査対象者から文

書で調査協力の同意を得るとともに、個人や

地域等の関係することがらが特定されること

25



図１ １年生の学習

図２ ４年生の学習

が無いようデータについて加工すること等、

誓約書を以て約束した。

逐語録作成後は、ＩＣレコーダの記録を消

去し、逐語録データの管理は留意して取り扱っ

た。

以下、本稿では、データは「 」、コード

は【 】、核概念を［ ］、生成された理論を

〈 〉で示すこととする。

表１ 動物愛護教室の内容（例）

学
年 指導者

学習
テーマ

主な学習内容

１
年

愛玩動物
飼養管理
士

さわって
もいいで
すか

・動物との事故を避けるた
め、むやみに動物に触っ
てはいけないこと、乱暴
にさわらないことを学ぶ。

・散歩中の犬に触りたいと
き、必ず飼い主に「触っ
てもいいですか」と断る。

・動物にさわったあとは、
必ず手を洗う。

２
年

動物園の
職員

いろいろ
な動物

・いろいろな動物の種類が
あり、動物によって育つ
環境や世話の仕方が異な
ることを学ぶ。

・動物園にはどんな動物が
いるのか、動物園にいる
動物の特徴や、もともと
どんな地域に住んで、ど
んな暮らし方をしている
か、どんなものを食べる
かを知る。

・動物園でのマナーを学ぶ。

３
年

獣医師 動物のあ
かちゃん

・動物のあかちゃんが動物
のおかあさんの世話を得
て、一生懸命生きる様子
を知り、命の大切さを学
ぶ。

・生まれたばかりの赤ちゃ
んの姿を知り、動物のお
かあさんが赤ちゃんを必
死に守り育てる様子を学
ぶ。

４
年

獣医師 みんなの
命

・人間も動物も同じような
器官を持っており、人間
も動物も命ある大切な存
在であることを学ぶ。

・人間と動物の心臓の音を
聴き比べるなど、体験的
に学び、同じ仲間である
ことを実感する。

５
年

愛玩動物
飼養管理
士

ポチを送
る

・動物の死に際し、どうす
ればよいかを考える。

・「ポチを送る（小さいころ
からいっしょに暮らして
きた犬のポチが亡くなり、
悲しみ、弔う子どもの話）」
という物語を読み、考え
を発表する。

・身近なものの死をどう受
け止めるかを考える。

６
年

動物管理
センター
職員

ぼく・わ
たしと動
物が生き
る社会

・自治体の動物保護センター
に収容される動物の実態
について知り、自分たち
にできることを考える。

・動物を飼うときの心構え・
責任感を持つ。
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児童の活動 留意点

導
入

●校長先生のあいさつ
愛玩動物飼養管理師からの説明を聞く
○「全国の自治体に収容される犬・猫は毎年約４２万頭です。収容された動物にも飼い主が
いたはずです。」
「かわいそう」
「捨てられたのかな」

「迷子になったんだ」
○「迷子になることも、大きな要因のひとつです。」

パワーポイントでの資
料提示

飼育動物を迷子にさせないためにどうすればいいのかを考える。
◇グループで考えたアイディアをカードに書き出す。
「首輪をつける」
「名前を書いた迷子札をつける」
「逃げ出さないように気をつける」
「うちの犬みたいに鎖につなぐ」
「外に出さない」
「かごに入れて運ぶ」

◇考えたアイディアを掲示板に貼る
◇愛玩動物飼養管理士から、迷子にさせないための方法について話を聞き、自分たちのア
イディアを整理する。

◎休み時間を１０分とる
○「飼っている動物がいなくなったらどうしたらいいのでしょうか」
◇いなくなったらすぐに探す。探さないのは殺すのと同じである。問合せ先や探すための
具体的な方法を知る。

○「もし、迷子かなと思う動物を見たらどうしたらいいでしょうか」
◇クイズをしながら学ぶ。
まず、保護する。

保護した動物の種類は？
首輪はしている？ …

○「明らかに捨てられたという場合は、必ず警察に連絡しましょう。動物を捨てることは
犯罪です」

縦割りでの学習班で考
える
６年生がリーダーシッ
プをとる

同じアイディアは重ね
て貼る

パワーポイントで資料
を提示
チャート式のクイズを
用いる

ま
と
め

◇今日の集会の感想を用紙に記入する
「迷子にしてはいけない」
「迷子にならないよう気をつける」
「動物を捨てることは悪いこと」
「大事に飼いたい」

資料１ 全校集会例

全校集会（動物愛護集会）案

１．テーマ：「迷子にしないで」

２．日時：９月１９日（金） ３・４校時

３．指導者：愛玩動物飼養管理士○○先生・全教員

４．場所：体育館（イスを持って並ぶ）

５．テーマ設定の理由：本校の子どもたちの家の約３分の２以上で動物を飼っている。飼育動

物の安全を守るのは、飼い主の責任である。大切な家族の一員を危険にさらさないような

対策を理解させ、どのような対策をとることができるかを考えさせる。

６．展開
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Ⅲ．結 果

１．動物介在教育についてどう考えるか

保護者は、動物介在教育について「命の大

切さを知る機会になる」「動物の世話をする

ことで責任感が身につく」「思いやりの気持

ちを育てることになる」という【命の尊さ】

【責任感】【思いやり】等を醸成する上で

［有意義な教育］であると考えていた。

動物飼育については「動物をかわいがるよ

うになる」「生き物を大切にするようになる」

ことを通して、「感受性が豊かになる」「心が

豊かになる」「心が穏やかになる」「心がいや

される」等の【豊かな情操】や【心の安定】

が保たれることに期待が寄せられた。また、

借家住まいや転勤などの保護者の仕事の関係

から、動物を「家では飼えないので、学校で

動物を世話できることは【貴重な体験】」と

捉えており、［動物介在教育は必要］という

考えがみられた。

「動物愛護教室のような活動」については、

「保育園で開催された」「幼稚園で開催され

た」「小学校低学年で開催された」ことがあっ

た。子どもたちは「前からその日を楽しみに

していた」「うれしそうにどういうことがあっ

たか話してくれた」ことから、「動物愛護教

室のような活動」は［子どもにとって有意義

な活動］と考えていることが示された。また、

動物愛護教室において学んだこととして、

【命の尊さ】【犬や猫などの飼い方】【責任感】

【動物の生態】【動物の触れ方】【動物にして

はいけないこと】がわかったことが挙げられ

た。また、保護者も「動物愛護教室のような

活動」では「親の自分が知らないことも多く、

自分も一緒に勉強したい」「子どもたちが楽

しそうなので、一緒に体験したい」等、［保

護者も積極的に関わりたい活動］であること

が示された。

一方、獣医師は、動物介在教育について、

保護者と同様に、「命の大切さを知る」「動物

への正しい関わり方を知る」「思いやりの気

持ちを育てる」という【命の尊さ】【責任感】

【思いやり】等を醸成する上で［有意義な教

育］であると考えていた。

動物飼育についても、「動物をかわいがる

ようになる」「生き物の世話を通し、命の大

切さを実感する」ことから、【豊かな情操】

や【心の安定】が図られることを、【動物介

在教育に関わる中で実感】していた。動物の

病気や、飼育の課題については、「専門なの

で協力したい」「適切な病気や死の対応が命

の大切さを学ぶことにつながる」ことを指摘

した。

「動物愛護教室」については、「保育園・

幼稚園・小学校で実施した。」当日の子ども

たちの「目を輝かせて楽しそうな様子」だけ

でなく、「散歩途中の犬の飼い主に動物愛護

教室で学んだマナーを実行していると聞いた」

ことや「家のペットに対する態度が変化した」

ことなど、子どもが学んだことを実行してお

り、動物愛護教室が【効果の大きい教育方法】

であることが示された。しかし、動物愛護教

室の開催数は決して十分とはいえず、もっと

開催数を増やしたいこと、

「活発な開催のためにも、愛玩動物飼養管

理士などと協働することが必要」と意見が得

られた。

また、獣医師は「保護者にも動物愛護教室

に参加してほしい」「保護者も参加できるよ

うな行事での開催をしたい」と考えており、
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「保護者が参加することで適正飼育が理解さ

れる」ことや「命の大切さを親子で実感でき

る」ことに期待していた。

教員の考えについても、「生命尊重のため

の教育として、動物介在教育は有意義である」

こと「子どもの心を育てるために動物介在教

育は有効である」ことが得られた。しかし、

動物飼育などは一生懸命世話をしても動物は

病気になったり、死んだりすることがあり、

「命あるものを扱うのは大変」という声が聞

かれた。

動物愛護教室については「専門家による優

れた授業」であること、「子どもの記憶にも

残り、態度の変容につながるもの」であるこ

とが認められた。しかし、全校的に取り組む

にはアレルギーの子どもの問題などもあるこ

とが指摘された。

教員志望の学生からは、「命の尊さを知る

上で必要な教育だと思う」「小さいきとから

学ぶことが必要」という意見が得られた。特

に動物愛護ボランティア経験のある学生から

は、「机上の学問では学べないことであり、

貴重なことである」ことが示された。

保護者・獣医師・教員・教員志望学生のい

ずれからも、モデルプログラムについては、

高い評価を得ることができた。教員からは

「他教科とのつながりがわかり、無理なく動

物介在教育を進めることができる」「系統的

なので低学年から高学年にかけて学びを深め

ることができる」という考えが示された。獣

医師については「自分たちの役割が明確であ

る」「何について教えればよいかわかる」「何

を協力すればよいかわかる」ということが評

価された。

保護者からは「どの子どももおなじように

学ぶことができる」「必ず動物介在教育につ

いて学ぶことができる」ことが評価の観点と

なった。教職志望学生からは、「基本が何か

がよくわかる」「他の授業でどう展開すれば

よいかわかりやすい」「１年から６年までの

流れがよくわかる」などの教員と同様の意見

が得られた。

２ 動物介在教育による子どもの変化等

保護者と教員から、動物介在教育による子

どもの変化について、いろいろな「動物に興

味をもつようになった」、「よく動物のしぐさ

や様子を観察するようになった」など、【動

物への興味関心】が喚起されたことがわかっ

た。また、家で飼っている動物に自分で餌を

やる、排泄物の後始末をするなど「動物の世

話をよくするようになった」「動物の世話を

喜んでするようになった」など【動物の世話】

に自主的、積極的に関わるようになったこと

が把握できた。

また、保護者からは、家庭のペットに関し

て「○○ちゃん（ペットの名前）がお散歩に

行きたいと言っているみたい」「おなかがす

いているみたい」など、「生き物の気持ちを

考えるようになった」ことが変化として挙げ

られた。動物だけでなく「人の気持ちを慮る

ようになった」「きょうだいの気持ちを忖度

できるようになった」「友達の心を察するよ

うになった」など「【思いやり】の気持ちが

育った」ことや「感受性が豊かになった」と

いうことも変化としてあげられた。一方、

「よく泣いたり怒ったりしていた」が、ペッ

トに話しかけたり、抱っこしたりすることで

「心安らぐようになった」「情緒が安定する

ようになった」ことも変化としてあげられた。
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なお、保護者自身が動物飼育に携わった経

験から、反抗期の子どもに対する対応につい

ても「動物がいることで心が穏やかになる」

など【心の安定】が図れること、子どもや家

族に言いたいことを動物に話しかけることに

よって「自分の【心の慰め】になる」ことを

体験的に理解していることが把握できた。あ

るいは家庭にペットがいることで、家族の

【潤滑剤のような働き】を果たし、家族間の

人間関係が円滑にいくことから、「子ども同

士の人間関係にもよい効果をもたらす」とい

う考えもみられた。

教職志望学生からは、「子どものころから

の学びが大事」「子どものときに学んだこと

は印象深い」ことから「子どものよい変化と

いうより、子どもの成長によい影響を及ぼす」

という意見が得られた。また、学生自身の動

物との関わりから、「知識だけでなく活動す

ることが重要」という考えが得られた。

獣医師からは、前項で述べたように「散歩

途中の犬の飼い主に動物愛護教室で学んだマ

ナーを実行していると聞いた」ことや「家の

ペットに対する態度が変化した」ことなど、

子どもが学んだことを実践的に活用している

ことが示された。

獣医師の経験から、「子どものころからの

動物介在教育による学びが、おとなになった

ときの命の大切さに向き合う態度の基本にな

り、動物の適正飼育につながる」ことを理解

していた。

３．動物介在教育の困難点

教員および保護者からは、動物介在教育の

困難点については、「動物が死亡した時に困

る」「動物が原因で子どもが感染したら困る」

「自分の子どもがアレルギーを持っているた

め困っている」「休みの日の世話が大変であ

る」等が挙げられた。しかし、保護者は【学

校側が十分配慮】してくれているので、いま

のところ、大きな困難点とはいえないことも

付け加えられた。むしろ、教員によって、動

物介在教育の取り組みが違うことが困難点と

考えるものもいた。教員や教職志望学生が困

難点として考えていたのは、「動物の死や病

気についての対応」であった。子どもへの影

響を考えての困難点として挙げられた。

保護者からは、困難点の解消のためにも

「せっかく近くに獣医学部があるので連携す

るといい」「愛玩動物飼養管理士などの専門

家と連携すればいい」などの考えが捉えられ

た。

獣医師からは、もっと保育園・幼稚園・学

校等と連携したいが、その方法が具体的にわ

からないことが困難点として出された。また、

獣医師の適正飼養に関する活動から、動物飼

育について飼う動物のことを知らないまま動

物を飼う実態がある」ことが動物飼育につい

て飼う動物のことを知らないまま動物を飼う

実態がる」明らかにされた。また、「たとえ

ば動物飼育に関する苦情などの動物に関する

問題は、自分は言えないから誰かに介入を頼

むなど、動物飼育の問題だけに限られること

ではない」こと、「地域社会の問題、人間関

係の問題である」ことが示唆された。一方、

教職志望学生からは、「動物介在教育で学ん

だことを地域活動につなげたい」という希望

が得られた。
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資料２ 動物介在教育への対象者の考え
Ⅳ．考 察

１．生命尊重のための教育としての動物介在

教育（AAE）への期待

保護者も獣医師も教員も教職志望学生も、

四者ともに、動物介在教育について【命の尊

さ】【責任感】【思いやり】等を醸成する、生

命尊重のための［有意義な教育］であるとと

らえていることがわかった。

命の大切さを知る機会になる」「動物の世

話をすることで責任感が身につく」「思いや

りの気持ちを育てることになる」という【命

の尊さ】【責任感】【思いやり】等を醸成する

上で［有意義な教育］であると考えていた。

このことは、新学習指導要領の柱のひとつ

でもある「自他の生命尊重する心を育てるこ

と８）」のアプローチとして有効であることが

考えられた。

動物介在教育の中の「動物飼育」について

は、「思いやりの気持ちを育てる」「動物をか

わいがる気持ちを育てる」「責任感を育てる」

「豊かな感受性を育てる」ことが効果として

指摘された。この傾向は先行研究３）４）５）と同

様であり、動物介在教育は「子どもたちが生

命の大切さを実感できる。子どもたちに責任

感を育成できる。子どもたちに社会性・協調

性を育成できる。子どもたちに優しさ、思い

やり、忍耐力を育成できる。子どもたちの癒

しや人間関係改善の場となる。子どもたちに

動物に対する観察力、科学的探究心を育成で

きる」６）ことからも「意義深いことである。

一方、動物介在教育の中の「動物愛護教室」

についても、【命の尊さ】【犬や猫などの飼い

方】【責任感】【動物の生態】【動物の触れ方】

【動物にしてはいけないこと】等の理解が深
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まり、実践に結びつく【効果の大きい教育方

法】であることが捉えられた。また、保護者

は「動物愛護教室」に「参加したい」と希望

しており、獣医師は「保護者にも動物愛護教

室に参加してほしい」「保護者も参加できる

ような行事での開催をしたい」と考えており、

互いのニーズが一致していることが明らかと

なった。今後、「保護者が参加することで適

正飼育が理解される」ことや「命の大切さを

親子で実感できる」ことが期待される。

２．生命尊重のための動物介在教育（AAE）

への要望

保護者から動物介在教育に対する要望は、

【専門家や関係者との連携】、【保護者との協

働】であった。また、教員によって動物介在

教育に対する取り組みが異ならないようにし

てほしいことが要望として捉えられた。

保護者は動物介在教育の困難点については、

【学校側が十分配慮】していることを理解し

ていたが、「動物が死亡した時に困る」「動物

が原因で子どもが感染したら困る」「自分の

子どもがアレルギーを持っているため困って

いる」「休みの日の世話が大変である」等が

挙げられた。これらは、獣医師等の専門家と

の連携・協働によって解決できる問題といえ

よう。

たとえば、「動物の死亡」に関しては、動

物のけがや病気に対して、動物の健康を維持

し、子どもに健康上の不安を与えないために

も、毎日の清掃、餌を適切に与えるなどの

「日常の管理」が重要である１０）が、世話をす

るだけで負えることではなく、専門家の協力

が不可欠である。

獣医師も専門家として、病気や死への対応

に協力的な姿勢を示しており、ともに連携す

る必要が示された。動物の病気や死を困難点

として捉えるのではなく、むしろいかに命の

教育、心の教育につなげるかが大切であるこ

とが考えられた。

保護者からの要望として、学校と獣医師等

の専門家との連携が要望として挙げられ、獣

医師からは、もっと保育園・幼稚園・学校等

と連携したいが、その方法が具体的にわから

ないことが困難点として出された。東京都の

西東京市では、１９９１年度より「学校における

飼育動物の診療と飼育指導に関する事業」を

市の獣医師会に委託し、公立学校の動物飼育

を支援している１１）。この支援を受け、国語・

理科・体育（保健）・図工・道徳などの教科

や総合的な学習の時間に位置づけ、命の教育

として十分な成果をあげることが確認され

た１３）。獣医師らの支援によって、教師は動物

飼育が楽になり、保護者も休日の世話に協力

的になり、子ども・保護者・教師の動物を庇

う気持ちが核になってさらにネットワークが

発展する事例１１）があり、これに学ぶべきであ

ろう。

獣医師の適正飼養に関する活動から、現代

の動物に関する問題は、動物飼育の問題だけ

でなく、「地域社会の問題、人間関係の問題

である」ことが示唆されたが、教職志望学生

が「動物介在教育での学習を地域活動につな

げたい」ことを希望しているように、はこれ

らの課題解決にもつながる〈有意義な教育〉

であることが考えられた。

また、モデルプログラムに対して、学校に

おける動物飼育と教科、動物愛護教室との関

連が明確になっていることや、動物愛護教室

の展開例が系統的であることが評価された。

このことは、動物介在教育の内容や構成、配
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列を整理し明示することで、動物介在教育を

機能的に推進できることにつながることが考

えられた。保護者が願うように、どの子ども

にも公平に動物介在教育の機会が得られるこ

と、どの子どもも同じ内容を学ぶ機会が得ら

れることを保障することになる。教員にとっ

ては、教科指導においても、この点を動物介

在教育として学ばせればいいことが理解され、

授業の中で円滑に取り扱うことができる。獣

医師にとっても、何を連携・協力するかがわ

かることで、支援をしやすくなる。教職志望

学生は、特に新任教員であっても何を基本と

して動物介在教育を展開すればよいかが理解

でき、とまどわずに推進することができる。

これらのことから、モデルプログラムの提示

は生命尊重の教育としての動物介在教育の充

実と推進の核といえる。

Ⅴ．ま と め

本研究では、保護者・獣医師・教員・教職

志望学生という動物介在教育にかかわるべき

人々を対象としたに聞き取り調査から、生命

尊重のための動物介在教育（ＡＡＥ）への要

望や期待として、以下の諸点をとらえること

ができた。

１．保護者獣医師・教員・教職志望学生のい

ずれも、動物介在教育に対する関心が高く、

動物介在教育に対する期待も大きかった。

保護者も獣医師も、ともに動物介在教育に

積極的に関わりたいと考えていることが把

握された。

２．獣医師による保育園・幼稚園・小学校等

における動物愛愛護教室の開催についても、

保護者・教員・教職志望学生の興味関心が

高かった。獣医師は動物の適正飼養にもつ

ながると考えており、動物愛護教室などを

活用し、保護者に対し積極的にアプローチ

もしたい、保育園・幼稚園や学校の行事の

折などを活用したいという要望があった。

また、活発な開催のためにも、愛玩動物飼

養管理士などと協働することが必要である

ことが示された。

３．四者から、モデルプログラムに関しては

高い評価が得られたことから、動物介在教

育の内容や配列を明確に示すことが、動物

介在教育の推進や充実につながることが考

えられた。

４．教員も保護者も、動物介在教育を学校の

教員のみが行うことの難しさを理解してお

り、学校と獣医師等の専門家との協力体制

の確立や協働が必要であること示唆された。

５．獣医師の適正飼養に関する活動により、

現代の動物に関する問題は、動物飼育の問

題だけに限られることではなく、地域社会

の問題、人間関係の問題であることが示唆

された。

今後は、保育園・幼稚園・小学校等と保護

者・獣医師などの専門家との協力体制を確立

し、子どもの心の教育や生命の教育のための

動物介在教育（ＡＡＥ）を推進することが望

まれる。

Ⅵ．お わ り に

本研究では、動物介在教育に関わるべき獣

医師・保護者・教員・教職志望学生を対象と

した聴き取り調査から、生命尊重としての動

物介在教育（ＡＡＥ）への期待と要望につい

て把握でき、所期の目的を果たすことができ

た。

獣医師および保護者の考えから、保育園・
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幼稚園・学校等と獣医師等の専門家、保護者

との連携・協働が、動物介在教育推進のため

の要望であり期待であることが把握された。

また、子どもの豊かな心と望ましい態度の

育成につながる生命尊重のための動物介在教

育（ＡＡＥ）は、地域社会の問題、人間関係

の問題の解決にもつながることであり、積極

的に推進することが期待される。

【謝 辞】

お忙しい時期にも関わらず、聞き取り調査

にご協力くださいましたみなさまに心から感

謝申し上げます。

【付 記】

本研究は、北方圏学術センターの助成を受

けて行われた。

【引用参考文献】

１）コンパニオンアニマル・リサーチ；人と

動物の関係学：http：／／www．cairc．org／j／

relation index．html

２）太田光明・森裕司：開催報告／ＩＡＨＡ

ＩＯ ２００７ Tokyo，第１１回人と動物の関係

に関する国際会議，ヒトと動物の関係学会

誌，vol．２０，２００８，pp．１０～１５

３）鳩貝太郎代表（２００４）：生命尊重の態度

育成に関わる生物教材の構成と評価に関す

る調査研究：平成１３～１５年度科学研費（基

盤研究Ｃ）課題番号１３６８０２１９，ｐ．５

４）廣瀬由美・増澤 康男：学校飼育を通し

て児童が学ぶもの―ヒトと動物の多様な関

係を認識することの重要性―，ヒトと動物

の関係学会誌，vol．２０，２００５，pp．８４～８８

５）谷田 創・木場有紀：幼稚園における動

物飼育の現状と動物介在教育の可能性，日

本獣医師会会報，５７，９，２００４，pp．５４３�５４８

６）Glaser．B．G．＆ Straus．A．L：The dis-

covery of grounded theory．hathtorne，

NY：Aldinede graser．１９６７

７）B．G．グレイザー・Ａ．Ｌ．ストラウス

（後藤隆也訳）：データ対話型理論の発見，

新潮社，１９９６，pp３～８

８）Glaser．B．G．：The constant coparative

method of quqlitqtive analysis， Social

Problems，１２，１９６５，pp．４３６～４４５

９）Glaser．B．G．：Theoretical sensitivity．

Mill Valley，CA：Sicology Press，１９７８．p．８９

１０）鳩貝太郎・中川美穂子：「教職研修合特

集 №１５７ 学校飼育動物と生命尊重の指

導」，２００３，pp．７４～１１３

１１）中川美穂子：小学校における動物飼育活

用の教育的効果とあり方と支援システムに

ついて，お茶の水女子大学子ども発達教育

研究センター紀要，４，２００７，pp．５３～６５

１２）鳩貝太郎：第１２回学術大会／シンポジウ

ム第１部 動物介在教育（ＡＡE）を考え

る，子どもの教育における動物の役割，ヒ

トと動物の関係学会誌，vol．１７，２００６，pp．３５

～３８

１３）Letter from CAIRC： http：／／ www．

cairc．org／e／newsletter／２００１／０１１０／html

１４）文部科学省：小学校学習指導要領，１９９８

１５）森裕司，奥野卓司：ヒトと動物の関係学

第３巻 ペットと社会，岩波書店，２００８

１６）谷田創・木場有紀：第１２回学術大会／シ

ンポジウム第１部 動物介在教育（ＡＡE）

を考える，動物介在教育の実践～幼児を対

象としたＡＡＥを中心として～，ヒトと動

物の関係学会誌，vol．１７，２００６，pp．２８～３４

34 人間福祉研究 第１５号 ２０１２



１７）学校飼育動物：獣医師会と教育委員会と

の連携事業の成果に関する調査報告抜粋

（平成１３年３月報告），www．vets．ne．jo／�

schoo／pets／hatogai．html

１８）環境省；家庭動物等の飼養及び保管に関

する基準． www．env．go．jp ／ nature ／

dobutsu／aigo／２．．．／nt_h１４０５２８＿３７．pdf

１９）吉田太郎：子どもたちの仲間 学校犬バ

ディ 動物介在教育の試み，高文研，２００９

動物介在教育の試み Animal Assisted

Education，http：／ ／ blog．livedoor．jp ／

schooldog／

２０）動物介在教育（Animal Assisted Educa-

tion）の試み，Child Resarch Net 子ども

は未来である，www２．crn．or．jp／blog／re-

port／０１／５０．html

２１）�山直秀：「子どもと育てる飼育動物―

学校での動物飼育ガイド」，メディカル出

版，２００１

35



The Problem animal assisted education（AAE）as Education of life respect

Analysis by Intarview of Parents，Teacthers，Veterinarians，

Students

Yoko IMANO Mituo SATOH Akiko HUNABASHI

ABSTRACT

The animal assisted education is paid to attention as an education that raises child�s mind

now．In the present study，the realities of the animal assisted education were analyzed

from the Intarview of Parents，Teacthers，Veterinarians and Students．As a result，the

following some points were able to be caught．

１．All of Parents and Veterinarians，Teacthers，and Students wish student of the concern

about �Animal assisted education（AAE）� were high，and the expectation for animalas-

sisted education was also great．

２．About the animal humane classr in the nursery school，kindergarten， elementary

school，etc．by Veterinarians，the interest concern of Parents and Teacthers．

３．About the model program，it was possible that that the contents and arrangement

of animal assisted education are shown clearly leads to promotion and fullness of AAE．

４．Parents，Teacthers understand the difficulty of only teachers of a school performingani-

mal assisted education，and need establishment and collaboration of cooperation organiza-

tion．

５．The problem about a present�day animal is not restricted only to the problem of ani-

mal breeding，and it was suggested by the activity about a brute doctor�s proper breed-

ing that they are a problem of a community and a problem of human relations．

It is hoped to learn to the promotion school，to obtain cooperation with specialized agen-

cies and chances，and to be going to promote the animal assisted education in the future．
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